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大日本帝国の77年間と戦争をしない戦後77年
どちらを選ぶべきか、おのずからあきらか !

敗戦から77年を迎えた8月15日12時、平和フォーラムが主催する「戦争犠牲者追悼、平和を誓う8・15集
会」が、千鳥ヶ淵戦没者墓苑(東京・千代田区) で開かれました。戦没者へ祈りと平和への誓いは、全国各地
でささげられました。先の大戦では300万人超が命を落とし、今なお戦禍の記憶に苦しむ人がいます。身元不
明の「無名戦士」や民間人の遺骨を納めうる千鳥ケ淵戦没者墓苑は、次世代に平和への思いをつないでい
る。第2次世界大戦で海外の戦地などで亡くなり、名前が分からないため遺族に引き渡すことのできない遺骨
が納められています。

◆開会 12：00
大塚優子さん(アイ女性会議)の司会で始まり、全員で戦争

犠牲者に黙祷を捧げました。主催者、来賓者から「誓いのこと
ば」が送られました。

■勝島一博共同代表(平和フォーラム)「先の大戦で、国民を存
亡の危機に陥れ、植民地支配と侵略により、多くの国々、アジ
アの人々に多大な損害と苦痛を与えました。私たちは、この大
戦の反省から得た「再び戦争の惨禍を繰り返さない」決意と全
世界の恒久平和の実現を目指して行きます」。
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■近藤昭一衆院議員(立憲民主党)
「泉健太代表のメッセージを代読いたします。私たちは、平和主義を掲げる憲法のもと、戦後歩んできた平

和と繁栄の道をこれからも守り続けます。非核三原則を壊す「核共有」や際限なき集団自衛権の拡大等々、立
憲主義、平和主義を脅かす動きは見逃しません。平和を守り続けます」。

■福島瑞穂参議院議員(社民党)
「日本は15年に及ぶアジア・太平洋戦争は、310万人の命を奪っただけでなく、侵略と植民地支配は他国に

多大な犠牲と損害を与えました。二度と繰り返しません。社民党は改憲を許さず「がんこに平和、くらしが一
番、戦争をさせない」政治の実現を目指します」。

■阿部知子衆院議員(立憲フォーラム副代表)「敗戦から77年、今なお、戦争を煽る動きは全世界で見られま
す。私たちは、反戦の教訓から二度と同じ過ちを繰り返していけません。強い決意を持って恒久平和を訴えま
す」。

■内田雅敏弁護士(戦争させない1000人委員会事務局長)「15日は戦後77年目の敗戦記念日です。1868年の
明治国家の成立から1945年8月15日の敗戦、壊滅まで77年でした。1874年の台湾出兵から敗戦日まで戦争
に明け暮れました。大日本帝国の77年と戦争をしない戦後77年、どちらを選ぶべきか、おのずからあきらかで
す。「核の共有」論なるものが、今や故人となった元首相らによって公然となされる始末です。そんな彼の死を
国葬にするといいます。なんということでしょうか。私たちは次の世代に手渡すべく反戦平和への途を走り抜く
決意です」。

ユニオンネット平和センター滝沢事務局長（平和フォーラム常任幹事）が団体代表で献花をした。左から３枚
目が滝沢さん。続いて、参加者の献花が行われ、全員が戦争犠牲者への追悼と平和を誓う思いを祈りました。


